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（概要） 

 

酸化物ヘテロ接合界面に誘起される金属相の電子構造を軟 X線共鳴光電子分光により解明した。 
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１．目的 

 

酸化物ヘテロ接合系は、新しい電子状態及び電子デバイス機能を探求する理想的な舞台として近年

世界的注目を集めている。特に共に絶縁体である LaAlO3と SrTiO3との界面で誘起される金属的な

伝導、さらには低温での超伝導転移と強磁性の共存[1,2,3,4]が報告されている。これらの起源解

明のため、界面に誘起される金属相の電子状態を直接観測する事が本研究課題の目的である。 

 

 

 

２．方法 

SPring-8 BL23SUの高輝度軟X線放射光を用いたTi2p－3d共鳴条件における角度積分光電子分光、

および角度分解光電子分光実験[5]を行った。 

 

 

 

 

３．結果及び考察 

 

 

本申請課題の実験により、LaAlO3/SrTiO3界面のフェルミ面および、伝導キャリア、局在キャリアに由来す

るバンド構造の直接観測に成功した。本研究で明らかになった局在、伝導キャリアの電子状態は界面超伝

導と強磁性の共存に寄与すると考えられる。 
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